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背景・課題、目標設定

取り組み内容・対策例 (1/2)

多自然川づくり取り組み事例

配慮事項（主な）：

目 標 設 定 ：
事 業 ：

水 系 / 河 川 名 ：
タ イ ト ル ：

流下能力の確保、貴重種、特定動植物の保全、水際域の保全・再生・創出
掘削（高水敷）、掘削（低水路）、掘削（河床）、樹木伐採、除根
委員会、協議会等の開催、多自然川づくりのｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の活用

滑川地区における環境配慮の取組み
阿武隈川水系阿武隈川

災害復旧
段 階 ：

5400 整 備 計 画 流 量 ：

＜背景＞
　令和元年度東日本台風により、福島県内で越水・溢水や内水が発生するとともに、本川上流部や支川
では堤防が決壊し、阿武隈川上流の直轄管理区間沿川で約 3,200ha の浸水や、本宮市・郡山市・須賀
川市等を中心に約 12,000 戸の床上・床下浸水が発生するなど、流域に甚大な被害をもたらした。この災
害に対して、阿武隈川河川大規模災害関連事業において、河道掘削、堤防強化、橋梁架替、遊水地整
備を行っているところである。滑川地区(92.4k～97.4k)に関しても河床を切り下げる掘削が計画されてい
る。

＜課題＞
滑川地区は岩河床であることから計画通りに掘削できない可能性がある。また、河床の切り下げにより
上流区間の低水路河床と平水位が下がっていわゆる‘二極化’が進行し、高水敷や砂州が乾燥化する
など保全すべき環境が損なわれる可能性が高い。

＜目標＞
川幅を広げることにより河床の切り下げ規模を軽減できるか検討する。

課題・目的（主な）：
工 法 （ 主 な ） ：

P（計画時）
令和1年度

河 川 分 類 ：

事業開始年度：

整備計画流量規模に対して計画高水位以下を満足することを前提とする。
（令和元年度東日本台風規模流量については、目標としている堤防高以下（無堤区間ではHWL+余裕
高）を満足する。）
上記を踏まえて、以下の3ケースに分けて、準2次元不等流計算による比較検討を行った。
　　　① 河床掘削により流下能力を確保する案
　　　② 平水位掘削＋緩傾斜掘削による河道拡幅を行う案
　　　③ 岩掘削を回避した場合の河道拡幅案

大河川
河 川 の 流 域 面 1500m3/s セ グ メ ン ト ： 1

定量的

③ ①②

【

右岸側に分布する溶結凝灰岩の崖（93.8k付近）

94.0k ○ ○ 94.0k

○ 95.0k95.0k ○

○ 93.6k93.6k ○

斜め写真 93k～95k

滑川右岸側 滑川左岸側
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取り組み内容・対策例 (2/2)

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果、ｱﾋﾟｰﾙﾎﾟｲﾝﾄ、今後の対応方針

備考

電話番号 024-573-2191

＜比較検討結果＞
①低水路の幅が広がり、平水位時の流速が小さくなる。土砂の堆積、ヤナギの種子等の定着による2極
化の可能性がある。
②平水位以下の河道断面は変わらないため、平常時の河道は安定し、水域から陸域への移行帯が確
保される。
③上流区間で摩擦速度が上昇するため、河床低下の可能性がある。

比較検討結果により、② 平水位掘削＋緩傾斜掘削による河道拡幅を行う案が最善であることが分かった。
今後の対応として、② 平水位掘削＋緩傾斜掘削を行い、3次元河道設計ツールを用いて河床変動傾向の分析・評
価を行っていく。

問い合わせ先 東北地方整備局福島河川国道事務所事業対策課
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①河床掘削 変化率
②平水位掘削 変化率
③岩掘削回避 変化率

【摩擦速度 現況河道からの変化率】


